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Abstract

Tombstone fall-down rate was measured at 90 cemeteries over the 80 x 50 km area 
damaged by the Iwate-Miyagi Nairiku (inland) Earthquake (M7.2) of June 14, 2008. The 
highest seismic intensity (6+ in the 0-7 Japanese scale) was reported from both Oshu and 
Kurihara cities, but the fall-down rate was higher in Oshu (max. 53%, 10-20 km from the 
epicenter) than in Kurihara (max. 26%, 20-40 km). The rate may attain 100% near the 
epicenter (<10 km) as judged from a published airborne photograph. The high fall-down rate 
(>50%) area (HFDRA) is estimated to be smaller than 35 x 20 km for this earthquake. The 
area is smaller than that of recent earthquakes such as Western Tottori Prefecture (2000, 
M7.3, 45 x 20 km) and Niigata Chuetsu (2004, M6.8, 40 x 30 km), nearly equal to that of 
Noto Peninsula (2007, M6.9, 35? x 20 km), but is distinctly broader than that of Southern 
Hyogo Prefecture (Kobe) (1995, M. 7.3, 45 x 6 km). The difference is apparently related to 
the regional geology; the HFDRA is narrow along the reactivated fault bounding the uplifted 
granite mountains and the soft basin-fill Quaternary sediments (Kobe), but is wider in the 
area monotonously underlain by granite (W. Tottori) and covered by thick Late Cenozoic 
volcanic and sedimentary rocks (others including Iwate-Miyagi). The area with relatively 
high fall-down rates extends to the south for more than 50 km from the epicenter, and this 
feature may also be related to the N-S trending arrangement of the geological units. Fall-
down directions of the pillar-type stone lanterns in the eastern area are mainly toward the 
northeast, consistent with the observed ground movement in Kurihara. 
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1．はじめに（墓石転倒率調査の先例と意義）

　日本の墓石は全国的に大きさや形が比較的一定しており、人口密度が希薄な地域でもある程度

の戸数の集落には墓地があるので、墓石の転倒率調査は古くから地震による強震動の分布を明ら

かにする有用な手段とれてきた [岸上ほか 1941: 628-646] [ 福富ほか 1953: 1-22] [ 大橋ほか 1978, 

555-560] [ 加藤 1979: 421-431]．最近は地震計が全国に多数設置され、震度分布は地震の直後に

かなり詳しくわかるようになったが、市街地以外の山間部や海岸などには地震計があまり設置さ

れておらず，しかも複雑な地震の揺れが墓石のような構造物にどう影響したかは実際に調査しな

いとわからないことから，墓石調査の必要性は現在も失われていない．そして調査の過程で、地

滑りなどの地変や建物・道路の被害との関係、墓石・灯籠の転倒方向など地震動の向きに関する

情報も得られる．最近の地震では、1993 年釧路沖地震 [ 田近ほか 1994: 1-105]、1994 年北海道東

方沖地震 [ 岡崎ほか 1996: 30-41]、1995 年兵庫県南部地震 [ 翠川・藤本 1996: 111-118] [ 菊山ほ

か 1996: 42-44] [ 川崎ほか 1996; 39-50]、2000 年鳥取県西部地震 [林ほか 2001: 35-41]、2004 年中

越地震 [内藤ほか 2005: 64-71]、2007 年能登半島地震 [石渡 2007: 2-17] [ 加藤ほか 2008: 45-46]

などについて調査結果が公表されている．

　墓石の転倒率に最も関係するのは最大地動速度であり、速度が 20 cm/s 以下では転倒率は

0% だが、50 ～ 70 cm/s で 50% になり、200 cm/s 以上になると 100% になる [ 翠川・藤本 1996: 

111-118]．また、大橋ほか [1978: 555-560] による最大地動加速度 (Amax gal) と墓石の転倒率 (R％ )

の関係は Amax=2.67R+200 (R ≦ 75) となり、200 gal 以下で転倒率 0%、400 gal で 75% になる．こ

の関係は、福富ほか [1953: 1-22] によると 200 gal で 30%, 300 gal で 50%、400 gal で 80% である．

昔は、震度 5 が加速度 80 gal 以上、震度 6 が 250 gal 以上、震度 7 が 400 gal 以上に対応するとさ

れていた．現在の震度と墓石転倒率との関係は、大まかには、震度 5 弱では墓石はほとんど倒れ

ず、震度 5 強で一部の墓石が転倒し、震度 6 弱では転倒率 50% 以下、震度 6 強で 50% 以上になり、

震度 7 で 100% に近くなる．

　最近の墓石や灯籠は、直径 6 ～ 10 mm の鉄製のボルトを墓石と台座の間に埋め込み、更に墓石

と台座をセメントや接着剤で固めるなどして、「転倒防止」を施してあるものが多い．しかし、転

倒率が 10% を超える墓地では、転倒防止を施した墓石や灯籠（図 1）も多く倒れている．転倒防

図 1．栗原市一迫町清水普門寺の墓石

転倒の様子．転倒した棹石と小さい灯

籠には転倒防止施工がなされていた．

Fig. 1. Fallen down tombstone at Fumonji 
Temple in shimizu, Ichihazama Town, 
Kurihara City, Miyagi Prefecture. Anti-
seismic works (buried bolts) were installed 
for the fallen-down tombstone and small 
stone lantern.  
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止の施工は転倒率を 10% 程度下げる効果はあろうが、強震動の分布を調査する観点から言えば、

転倒防止施工が普及しても墓石の転倒率調査が無意味になるということはない．

2. 岩手・宮城内陸地震の概要

　気象庁 [2008] によると、2008 年 6 月 14 日午前 8:43 に発生した岩手宮城内陸地震によって震度

5強以上の揺れを観測した地点は次のようになっている．【震度6強】奥州市衣川区、栗原市一迫、【震

度 6 弱】奥州市胆沢区、栗原市栗駒、築館、高清水、蛍沢、金成、志波姫、花山、大崎市古川三

日町、古川北町、田尻、鳴子、【震度 5 強】北上市二子町、一関市山目、金ヶ崎町西根、平泉町平泉、

奥州市水沢区大鐘町、奥州市江刺区、奥州市前沢区、宮城加美町中新田、涌谷町新町、栗原市若柳、

登米市南方町、宮城美里町北浦、木間塚、大崎市松山、大崎市岩出山、名取市増田、仙台宮城野

区苦竹、仙台若林区遠見塚、利府町利府、秋田県湯沢市川連町、東成瀬村椿川、東成瀬村田子内．

官邸対策室 [2008] によると、この地震による 6 月 24 日時点での人的被害は死者 12 名、行方不明

10 名、負傷者 357 名であり、死者や行方不明者は余震域の直上で発生した大規模な地滑り、斜面

崩壊、土石流などに巻き込まれた場合が多く、倒壊した家屋の下敷きになった例は少ない．

3. 調査の概要

　この調査は、今回の地震による揺れの強さの詳しい分布を明らかにすることを目的として、6

月 24 日から 7 月 5 日までの期間に 5 日間行った（表１）．北は岩手県北上市から南は宮城県大崎

市古川まで、西は秋田県湯沢市秋ノ宮から東は栗原市若柳まで、南北約 80 km、東西約 40 km の

範囲の墓地 90 ヶ所において、墓石の転倒率（墓石の全数に対して何本が転倒したか）を数えた．

墓石は、上部の棹石（さおいし）の断面が正方形に近くて縦長のもののみを数え、横長のもの、

平板状のもの、五輪塔その他の不規則な形状のものは数えなかった．典型的な棹石は底辺が 30

～ 40 cm、高さが 60 ～ 90 cm である．棹石が完全に落下している場合のみを「転倒」とし、ずれ

たり回転したりしていても台の上に残っている場合は「不転倒」とした．なお、地震発生から調

査までかなり日数が経過したために、墓石が復元されている場合も多かったが、墓石の傷、欠け、

周囲の痕跡などで地震時に転倒したと判断されるものは「転倒」とし、この判断に迷う場合は「不

図 2．奥州市胆沢町丑転霊園の円柱灯

籠転倒の様子．台座から見た笠または

その着地痕の方位が転倒方向．

Fig. 2. Fallen-down, large stone lantern of 
pillar type at the Ushikorobashi Cemetery, 
Izawa Town, Oshu City, Iwate Prefecture. 
The fall-down direction is defined by the 
azimuth of the fallen roof (or umbrella) 
or its landing trace viewed from the 
basement of the lantern.
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転倒」とした．傷や欠けの見落としもあると思うので、今回の調査による転倒率は、地震直後に

計数した場合に比べてやや低い可能性がある．また、岩手県奥州市から宮城県栗原市にかけての

墓地で転倒していた 15 本の大きな円柱型の灯籠（図 2）について、その転倒方向（原位置から

見た灯籠上端部（笠）の方位、転倒後に回転・移動した場合は着地痕の方位）を計測した．

4. 調査結果

(1) 震央付近の墓石転倒率

　調査地域の墓石転倒率分布を図 3 に示す．墓石転倒率が最も高いのは、岩手県奥州市胆沢町萩

森の公葬地と同市衣川村野崎の大原公葬地で、どちらも 52-53% の墓石が転倒している．これら

2 地点は、調査した墓地の中で震央に最も近い約 10 km の距離にある．このことは、震央の近く

で最も地震の揺れが強かったことを示している．震央から 10 km 以内の山間地は道路の崩落、立

ち入り禁止措置などで調査できなかったが、震央から南南西へ 10km ほどの宮城県栗原市栗駒沼

倉耕英中（駒ノ湯温泉の近く）で 6 月 15 日午前 10 時にヘリから撮影した報道写真 [ 河北新報編

集局 2008: 20] によると、写っている 5 基の墓は棹石が全部転倒しており、土台の墓石まで変位

または転倒している．墓地の全体が写っているわけではないが、断層の上盤側（西側）のこの地

点では墓石転倒率が 100% に近いことを示している．

 (2) 周辺地域の墓石転倒率

　転倒率が 20 ～ 50% の墓地は 5 ヶ所あり、そのうち 4 ヶ所は奥州市胆沢町大原付近から一関市

厳美町地区を経て宮城県栗原市栗駒町鳥沢地区へ南北に並び、他に秋田県湯沢市皆瀬村羽場でも

36% の墓石が転倒していた．転倒率が 10 ～ 20% の墓地は宮城県栗原市・大崎市にかけて、震央

から南へ向かって 40 km 程度の範囲に拡がっており、震央から約 50 km 離れた大崎市古川市街の

墓地でも 1% 以上の墓石が転倒している．秋田県雄勝郡東成瀬村にも転倒率 10% を超える墓地が

ある．一方、震央の東側に当たる岩手県奥州市水沢から平泉を経て一関市に至る北上川沿いの平

野部では、震央から 20 km 程度しか離れていないのに、転倒率が 10% を超える墓地はなかった．

また、震央の南西側にある鳴子温泉や川渡温泉の墓地では、灯籠や碑板など、棹石に比べて不安

定なものも倒れておらず、棹石のずれもほとんど見られなかった．これらのことは、今回の地震

の強い揺れが震源から南～南東の方向と西の方向へ拡がったことを示している．

図 3．岩手・宮城内陸地震による墓石転倒率の分布．短い矢印は円柱灯籠の転倒方向を示す（偏

　　   角補正済み）．

Fig. 3. Distribution of the tombstone fall down rates in the damaged area of the 2008 Iwate-Miyagi Nairiku 
　   　Earthquake. Short arrows indicate fall-down directions of pillar-type stone lanterns (declination 　
　　　corrected).
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(3) 墓石転倒率と震度との関係

　気象庁 [2008] によると、今回の地震で震度 6 強を観測したのは岩手県奥州市衣川と宮城県栗

原市一迫の 2 地点だけであった . 奥州市衣川から胆沢にかけての地域では転倒率が 50% を超える

墓地が 2 ヶ所あり、奥州市から一関市にかけての岩手県内では他に転倒率 20% 以上の墓地が 3

箇所あったが、栗原市一迫付近の 4 つの墓地の墓石転倒率は 0 ～ 18% であり、宮城県内で転倒

率が 20% を超える墓地は岩手県境に近い栗原市栗駒町鳥沢の 1 ヶ所のみであった．同じ震度 6

強でも、岩手県側と宮城県側では墓石転倒率に大きな違いがあることがはっきりした． 

(4) 円柱灯籠の転倒方向

　奥州市～栗原市にかけての地域で転倒していた円柱大灯籠 15 本の転倒方向は一定しないが、

東側に倒れているものが 2/3 以上に達し (11 本 )、特に北東方向に倒れているものが多い (7 本 )（図

3, 図 4）．このことは、この地域（断層の東側）の地盤の卓越運動方向が南西方向であったこと

を示唆する．

図 4．岩手・宮城内陸地震による水沢～栗原地

域の円柱灯籠の転倒方向の頻度分布（10 度ごと、

偏角補正済み）．個々のデータは図 3 と表 1 を

見よ．

Fig. 4. Fall-down directions of the pillar-type stone 
lanterns in the area to the east of epicenter of the 
Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake (declination 
corrected). See Fig. 3 and Table 1 for the data.

図 5.　1995 年兵庫県南部地震による墓石転倒率分布（[川崎ほか 1996; 39-50] に基づく）.

Fig. 5. Distribution of the tombstone fall-down rates by the 1995 Southern Hyogo Prefecture (Kobe) 
　　　Earthquake [Kawasaki 1996: 39-50].

図 6.　2000 年鳥取県西部地震による墓石転倒率分布（[林ほか 2001: 35-41] に基づく）．

Fig. 6.  Distribution of the tombstone fall-down rates by the 2000 Western Tottori Prefecture Earthquake 　
　　　 [Hayashi et al. 2001: 35-41].
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5. 考察

(1) 高転倒率地域 (>50%) の広さの比較

　今回の地震は震源断層が山間地を通っていたため、断層直上の地域で墓石の転倒率を計測する

ことができなかった．そのため、墓石転倒率 50% 以上の地域（これを高転倒率地域と呼ぶこと

にする）の面積を正確に算出することは困難である．しかし、震源断層を取り囲むように宮城・

岩手・秋田 3 県にまたがる広範囲の調査を行ったので、外堀は埋まっており、余震の震源分布や

地すべり・斜面崩壊などの地変の状況を参考にしながら、その範囲を推定することは可能である．

その値は、可能な限り広く見積もって 35 x 20 km である．気象庁 [2008] は今回の地震のマグニ

チュード（M）を 7.2 としている．

　これを最近日本で発生した他の地震の場合と比較してみる．1995 年 1 月 17 日の兵庫県南部地

震（M7.3）では、淡路島の北淡町から明石、神戸、西宮を経て尼崎・伊丹に至る 45 x 6 km の細

長い地域で墓石転倒率が 50% 以上であった [ 川崎ほか 1996; 39-50]（図 5）．これは、後述する

2000 年以後の地震の場合と比べると高転倒率地域が著しく狭い．しかも、通常の地震では震央

付近の墓石転倒率が最も高くなるのに、この地震では明石海峡の震央付近ではむしろ転倒率が低

く、それから離れた淡路島北部や神戸から伊丹にかけての地域で転倒率が高かったことも顕著な

特徴である．2000 年 10 月 6 日に発生した鳥取県西部地震は M7.3 で今回の地震よりやや大きく、

墓石倒壊率 50% 以上の範囲 [林ほか 2001: 35-41] も 45 x 20 km とやや広い（図 6）．2004 年 10 月

23 日発生の新潟県中越地震は M6.8 と今回の地震よりやや規模が小さいが、墓石倒壊率 50% 以

上の地域の範囲 [内藤ほか 2005: 64-71] は 40 x 30 km と、最近の地震の中では最も強震地域が広

い（図 7）．2007 年 3 月 25 日発生の能登半島地震（M6.9）では、震源断層の大部分が海底にあっ

たために全体の分布を推定するのが困難だが、余震の震源分布を参考にすると、倒壊率が 50%

を超える地域の範囲は恐らく今回の地震と同様に 35(?) x 20 km に達すると推定される（図 8）[石

渡 2007: 2-17]．

　即ち、今回の M7.2 の地震による墓石の転倒率が 50% を越える地域の範囲は、2007 年 3 月 25

日の能登半島地震（M6.9）の場合と同程度であり、2000 年 10 月 6 日の鳥取県西部地震（M7.3）

や 2004 年 10 月 23 日の中越地震（M6.8）に比べるとやや狭い．しかし、高転倒率地域が非常に

狭い帯状を呈する特殊な分布パターンを示す兵庫県南部地震（M7.3）の場合と比べると、日本の

一般的な直下型地震の墓石転倒率分布に似ていると言える． 

図 7.　2004 年中越地震による墓石転倒率分布（[内藤ほか 2005: 64-71] に基づく）．

Fig. 7. Distribution of the tombstone fall-down rates by the 2004 Niigata Chuetsu Earthquake [Naito et al. 

　　　2005: 64-71].

図 8.　2007 年能登半島地震による墓石転倒率分布（[石渡 2007: 2-17]）．

Fig. 8. Distribution of the tombstone fall-down rates by the 2007 Noto Peninsula Earthquake [Ishiwatari 　

　　　2007: 2-17]
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　なお、[ 気象庁 2008] の震度分布図は最も強い震度（6 強）を観測した奥州市衣川区と栗原市

一迫の２点を中心に、それらから離れるに従って震度が減少するように描かれているが、本調査

結果が示すように、実際は震央付近の震度が最も強かったはずであり、特に今回のように山間地

を震央とする地震の場合は、地震計のデータに基づく震度分布図だけでなく、地変の状況や墓石・

家屋などの建造物の倒壊状況も考慮に入れた震度分布図も作成すべきだと思う．

(2) 高転倒率地域の広さと地質の関係

　墓石の高転倒率地域の広さのこのような違いがなぜ生じたのか、日本地質図 [ 地質調査所 

1992] を見ながら考えてみると、基盤地質の違いに気がつく．兵庫県南部地震の場合は、六甲山

地や淡路島北部に花崗岩質の基盤岩が広く露出しているが、六甲－淡路断層帯を境として大阪湾

側には花崗岩質基盤岩の上に厚さ 2000 m に達する軟弱な第四紀層が堆積していて、断層帯の両

側の基盤岩の落差は 2500 m 以上に達する [ 佐野・中川 2008: 1-40]．即ちこれは「共振鍋」のよ

うな構造になっていて、基盤岩が露出する地域では揺れが小さく、軟弱な地層が厚く堆積してい

る部分では極端に揺れが増幅されたと考えられる．鳥取県西部地震の強震地域も花崗岩地帯であ

るが、この地震以前にはこの場所に活断層の存在が知られていなかったことからもわかるように、

断層の両側で大きな地層の落差はなく、断層の両側は一様な花崗岩の地質である．中越地震、能

登半島地震、そして今回の岩手・宮城内陸地震の強震地域はいずれも新生代後期の厚い火山岩・

堆積岩に覆われており、中越地震以外の強震地域では花崗岩質基盤が露出する部分が若干存在す

るものの、多くの部分で花崗岩質基盤岩は 1 km 以上の深さにある．そして、新生代後期の地層

が最も厚く堆積していて、強震地域内に花崗岩質基盤が全く露出していない中越地震の場合に、

地震の規模に対する高転倒率地域の広さの割合が最も大きい．まだ事例が少なく、確定的なこと

は言えないが、内陸直下型地震に関しては、地震発生地域の地質（硬い基盤岩と厚い軟弱な地層

が断層帯で接しているか否か、花崗岩質基盤岩を覆う新生代後期の地層が厚いか否か）が高転倒

率地域の広さに大きく影響している可能性が高い．今回の岩手・宮城内陸地震の強震地域内では、

花崗岩質基盤岩が点々と南北方向に並んで露出しており、中越や能登半島の場合よりは花崗岩質

基盤が全体に浅く、そのため強震地域が比較的狭かった可能性がある．

　また、過去の地震について墓石の転倒や家屋の倒壊などの分布に関する情報から震央の位置を

推定する場合、一般的な地震の場合はほぼ正しい震央の位置を推定できるが、兵庫県南部地震の

ような場合は、いくら情報量が豊富な市街地であっても、震央の位置を誤って判断する可能性が

あることに注意が必要である．そして今回の岩手・宮城内陸地震のように震央が山間地にある場

合も、震央が海底にある場合と同様に、推定の精度が悪くなることは明らかである．
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(3) 高転倒率地域の南方への延びと地質の関係

　墓石の転倒率分布（図 3）を見ると、1 ～ 10% の転倒率を示す墓地が断層から南へ 45 km 程度

離れた大崎市古川まで伸びていることがわかる．気象庁の震度分布を見ると、この強震域はさら

に南へ仙台付近まで延びており、震央から 80km 南方の仙台市青葉区でもこの地震による死者（本

棚の本の落下による圧死）があったことと調和する．これは例えば奥州市の北上川沿いの平野部

では、震央から東へ 20 km 程度の近距離であるにもかかわらず墓石の転倒がほとんど見られない

ことと対照的である．一方、断層の上盤側の秋田県内では、震央から 20 ～ 25 km 程度離れた東

成瀬村や湯沢市皆瀬でかなり墓石が倒れているが、30 km 以上離れるとほとんど墓石の転倒は見

られない．このようにこの地震による強い揺れの伝播は方向によって異なり、特に南方へ強く遠

くまで伝わり、東方や北方へはあまり伝わらなかった．このことは、断層面の破壊が主に北から

南へ進行したことを示唆する．しかし、それだけでなく、この地域の地質構造が南北性の配列を

もち、特に今回の南北にのびる強震域に沿って基盤岩（白亜紀花崗岩や古生代の変成岩など）の

露出域点々と並んでいることも重要である．このような硬い岩盤が地下の浅い部分まで存在する

地域では、地震波が減衰せずに遠くまで伝わるからである．一方、軟弱な沖積層や火山灰が厚く

堆積している地域では、地震波は減衰しやすく、短周期の強い揺れは遠くまでは伝わらない．以

上のように、高転倒率の地域が南へ延びている理由は、断層破壊の北から南への進行、南北性の

地質構造配列、地下浅部における硬い岩盤の存在であると考えられる．

(4) 円柱灯籠の転倒方向について

　2007 年新潟県中越沖地震において、柏崎沖約 17 km の海底に海岸線とほぼ平行（北東方向）に

伸びる震源断層に沿う柿崎から出雲崎に至る延長 35 km の地域では、円柱灯籠の転倒方向が断層

と直交する北西と南東の方向に集中し、その地域より北東側（寺泊付近）や南西側（上越付近）

では断層と平行な北東と南西に集中する傾向がある [ 加藤・道家 2008: 262]．これはこの逆断層

型の地震のメカニズムを考えると、初動とその反動による転倒として理解しやすい．しかし、同

じく逆断層型の 2007 年能登半島地震による円柱灯籠の転倒方向はもっと複雑であり、震源断層

に近い地域でも、必ずしも断層に直交する転倒方向が卓越するわけではなく、地域ごとに卓越す

る転倒方向が大きく異なるが、それらは地震計によって観測された S 波の立ち上がりから 10 秒

以内の水平変位にほぼ対応させることができる [ 加藤ほか 2007: 321]．なお、中越沖地震の場合、

柏崎を中心とする加藤・道家の調査地域はすべて断層の上盤側に当たり、能登半島地震の場合も

加藤ほかの調査地域（富来・七尾・羽咋）は断層の上盤側に当たる．

　今回の我々の調査で円柱型の大きい灯籠の転倒が確認されたのは断層の東側の地域であり（図

3）、すべて断層の下盤側に当たる．卓越する北東の転倒方向（図 4）は断層の伸びと約 30 度の角

度で交わり、平行とも直角とも言い難い．[気象庁 2008] の災害時地震速報による地震波形（変位）

を見ると、奥州市水沢、大崎市古川、大崎市鳴子では揺れ始めの大きな動きは NW-SE 方向が卓

越しているが、栗原市栗駒と涌谷町（松島の北隣）では NE-SW 方向が卓越している．我々が円

柱灯籠の転倒を計測したのは岩手県奥州市胆沢から宮城県栗原市築館にかけての地域であり、こ

の地域では全体として栗原市栗駒の地震計が観測した変位と同様に、揺れ始めの大きな地盤の運
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動は NE-SW 方向が卓越していたことを示している．

6. 結論

(1) 今回の岩手・宮城内陸地震による強震地域を取り囲む南北 80 km, 東西 50 km の地域の 90 ヶ所

で墓石転倒率調査を行った結果、岩手県奥州市の山沿いで最も転倒率が高く (52-53%)、比較的転

倒率の高い地域が南方へ一関市、栗原市を経て大崎市古川付近まで延びていることがわかった．

震央から 10 km 以内の山間地は調査できなかったが、報道写真によると栗原市栗駒沼倉では墓石

が 100% 転倒しており、震央付近では転倒率 100%（震度 7 相当）に近かったと考えられる．

(2) 岩手・宮城内陸地震 (M7.2) による墓石の高転倒率地域 (>50%) の広さは、広く見積もって 35 

x 20 km 程度であり、今回よりもややマグニチュードの小さい中越地震 (M6.8) の場合 (40 x 30 km)

に比べて狭い．しかし、よりマグニチュードの大きかった兵庫県南部地震 (M7.3) の場合 (45 x 6 

km) に比べると広い．このような高転倒率地域の広さの違いはその地域の地質を反映していると

考えられる．即ち、花崗岩質基盤岩と軟弱な第四紀層が落差 2.5 km 以上の断層帯を境に接してい

る兵庫県南部のような地域では高転倒率地域が狭くなり、新生代後期の地層が厚く堆積していて

花崗岩質基盤が地表に全く露出していない中越地域のような場合は高転倒率地域が広くなる．今

回の岩手・宮城内陸地震の場合は新生代後期の地層が比較的薄く、花崗岩質基盤岩が点々と露出

する地域なので、地震の規模に比べて強震地域が狭かったのだろう．

(3) 高転倒率地域が南方に延びていることは、断層の破壊が北から南に進行したことを示唆するが、

この地域の南北性の地質構造、特に花崗岩質基盤が浅くなっている部分が南北に配列しているこ

とも関連していると考えられる．

(4) 震央の東側（断層の下盤側）の地域における円柱灯籠の転倒方向は東側、特に北東への転倒が

卓越する．これは宮城県栗原市栗駒で観測された変位と調和するが、大崎市古川、鳴子、奥州市

水沢で観測された変位とはほぼ直交する．断層の片側の地域でも部分によって円柱灯籠の転倒方

向が異なることは 2007 年中越沖地震及び 2007 年能登半島地震でも報告されており、地形や地質

の影響が指摘されているが、円柱灯籠の転倒方向を支配する詳しいメカニズムを解明するには更

に事例研究を積み重ねる必要があろう．
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表 1.　岩手・宮城内陸地震墓石転倒率調査データ一覧．A 秋田県、I 岩手県、M 宮城県．円柱灯

籠の転倒方向はコンパスによる実測値（この地域の磁北は西偏約 8 度）．

Table 1. Data list of the tombstone fall-down rate survey after the Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake. A:
Akita Prefecture, I: Iwate Pref., M: Miyagi Pref. Declination (about 8 degrees to the west) is not
corrected for the fall-down directions of the pillar-type stone lanterns measured by the compass. 
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